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散布にあたっての留意点 理　　　　　　　由

①発芽直前から発芽極初期に散布する ⇒ 効果が発現するまでに数日間を要する。

発芽した新梢に対する効果は低い。

②樹全体にムラ無く散布する ⇒ 地上部ではあまり移行しない。

薬液が付着していない部位での効果は見込めない。

③散布後７時間以上降雨が無いこと ⇒ 薬液が流亡し効果が低くなる。

④薬液調整後はできるだけ早く散布する ⇒ 紫外線による分解で効果が低くなる恐れがある。

⑤アルカリ性農薬との混用・近接散布をしない ⇒ 効果が低くなる。落葉を助長する場合がる。

⑥加温予定から40日以上間隔を空ける ⇒ 加温後の発芽がばらつく恐れがある。

3)薬剤の特性に応じた選択 

これまで述べた薬剤の特性から、発芽抑制期間が長く樹勢に影響が少ないターム水溶剤

を優先して利用します。フィガロン乳剤は、樹勢が強く加温後の着花確保が懸念される園

地等で活用してください。また両剤とも加温日に近接した使用は加温後の発芽不良の原因

となる恐れがあります。したがって、最終散布は加温予定日から 40 日以上は間隔をあける

ようにしてください。 

4)散布時の注意点 

 登録されている散布回数は、ターム水溶剤で３回以内、フィガロン乳剤で２回以内とな

っています。第２表に散布に際しての注意点を挙げていますので、出来るだけ効果が高い

条件での使用を心がけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①適期に散布する 

効率的に発芽を抑制するために最も重要なことは散布時期です。散布の適期は発芽直前

から極初期であり、これより時期が遅くなるほど発芽抑制効果は著しく低下します。せん

定後に夏芽が発芽してから 40 日程度経過すると秋芽の発生がみられてきます。園地の観察

を行い散布が遅れないようしてください。特に例年秋芽の発生しやすい樹や立ち枝等を重

点的に観察し、発芽を確認した場合は速やかに散布するようにします。 

②ムラなく散布する 

 ターム水溶剤、フィガロン乳剤とも摘果剤としても登録されています。局部全摘果に使

用できることから、地上部での移行性は極めて少ないと考えられます。よって薬液が十分

に付着しないと発芽抑制効果が低くなる恐れがあります。散布むらが生じないように樹全

体に散布してください。 

 また散布時間を変えて行った摘果試験の事例では、日中の散布よりも夕方の散布で摘果

効果が高くなっており、発芽抑制効果も同様に夕方に散布したほうがより効果が高いと考

えられます。これは薬液が紫外線にあたることで、有効成分が分解することが原因と思わ

第 2表 植調剤散布に際しての注意事項 
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れます。同様の理由から調整した薬液はなるべく当日中に使用するようにしてください。 

③散布時の気象に注意する 

第 3 図に NAA 散布後の降雨が摘果効果に及ぼす影響を示しています。散布から２～４時

間後に降雨があった場合は、降雨なしと比較して摘果効果が劣り、７時間後に降雨があっ

た場合降雨なしと同等の摘果効果が得られています。このことから、発芽抑制効果につい

ても、散布後７時間以内に降雨があると、薬液が流亡して発芽抑制効果が低くなる恐れが

あります。散布後の天候を確認して使用してください。また、散布後に降雨があった場合

でも再散布は避けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．耕種的管理による秋芽抑制 

①枝梢管理 

 労力がかかる作業ですが、加温予定の 40 日以内となってから秋芽の発生がみられた場合

には、人力による芽かぎで対応してください。また密植園は樹冠外周部の枝が直立傾向と

なり、秋芽が発生しやすい条件になります。着花部位に日照が不足し結実も不良になりや

すいことから、品質の良い果実も生産できません。よって計画的な間伐の実施と立ち枝の

誘引をなども組み合わせて行い、極力発芽を抑制してください。 

②土壌水分管理 

 夏芽充実後は節水管理とし、園地への不必要な水の流入を排除します。このためハウス

周辺の集配水路点検・整備を行い、土壌水分をコントロールしやすい条件づくりをしてく

ださい。また防風樹整備を行い、園地の通風をよくして湿度が高くならないようにします。 

第 3 図 NAA（ターム水溶剤の主成分）散布後の降雨が摘果効果に及ぼす影響（大阪農林セ）


